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松澤光一郎土地家屋調査士事務所 様

イメージワンマン観測は抜群の安心感！
ISは大事な相棒です！

データコレクタに表示される測設誘導画面により、杭の復元作業も大幅に効率アップ。

長野県長野市の松澤光一郎土地家屋調査士事務

所様では、イメージングステーションISとデー

タコレクタFC-250を活用したイメージワンマ

ン観測を行い、日々の測量業務の効率化に役立て

ている。

松澤様はISを導入する1年ほど前まで2人で観

測を行なっていたが、業務の効率化を図るべく自

動追尾でのワンマン観測を検討していた。そん

な時に出会ったのがISであった。初めてISのデ

モを見た際、視準位置がデータコレクタの画面に

映し出されているのを見て松澤様は「ワンマン観

測にはこれしかない」と感じ即座に購入を決断し

たという。

ISで行うイメージワンマン観測について松澤様

応えることができました。それに業務のスピー

ドが早まり、現場の数を増やすことにも繋がり

ました」。

経営者としてコスト意識を強く持つ松澤様は「確

かにISは高価な測量機ですが、補助者一人にか

けるコストを考えれば決して高い買い物である

とは思いません。ワンマンでバリバリやってい

こうとする調査士事務所には、なくてはならな

い測量機だと思います」と断言する。

「ISは私にとってよく働いてくれる大事な相棒で

す。これからも大切に使っていきたいですね」と

笑顔で語る松澤様の表情には、ISに寄せる信頼

の高さが表れていた。

は「視準させてから広角画像と狭角画像が切り替

えられるので、やぶにらみなどでプリズムの中心

を捉えていなかった場合でもすぐに分かるのが

一番のメリットです。本体から視準している状

態と同じですから安心感が違います。その場で

プリズムを回転させて、正対させれば確実な観測

ができます」と、手元で視準位置を確認できる安

心感と作業の正確性を高く評価する。

測量作業にISは欠かせないと言う松澤様は「IS

は特に境界杭の復元に威力を発揮します。測設

点の方向に旋回したISと正対するように自分が

移動すれば、画面をタップして簡単に視準が行え

ます。データコレクタに表示される自分の姿と

プリズムを見ながら、後はガイドの指示通りに動

くだけなので、2人で作業を行うよりもかなりス

ピーディーです。測設点までの距離が近づくと、

音が変化するところもいいですね。ここなんだ

なという確かな手応えが感じられて、測設は特に

気に入っている機能の一つです」と語る。

松澤様はISによって普段の時間の使い方も変わ

ったという。「これまで現場へ出かける場合は、

どうしても補助者の手配をしなくてはならず、そ

のスケジューリングに時間がかかっていました。

しかし、ISを導入してからは、自分の都合ですぐ

に動けるという点で、お客様の時間的なニーズに土地家屋調査士　松澤光一郎様


